










よし だ < ，ニ 告
氏名・(本籍) =Et 3 回 園 雄
学位の種類 工 字 博 士
学位記番号 第 533 5 干E玉コ
学位授与の日付 昭和 56 年 4 月 24 日



































第10章では，高出力ガラスレーザーのシステム動作特性に関し，激光 H号装置では出力 O.4TW( 2 
ビーム，パルス幅100ps) を，激光町号装置では出力 4TW (4 ビーム，パルス幅100ps) をビーム
プレークアップなしに得た結果を詳述している。
第11章は結論であって，第 1 章から第10章に亘って述べた研究結果を総括し，得られた知見を取縄
めている。
論文の審査結果の要旨
本論文は，ガラスレーザーの性能向上に関する一連の研究をとりまとめたものである。
まず，ガラスレーザー用各種光学素子の開発について詳細な研究を展開し，誘電体多層蒸着薄膜の
レーザー損傷耐力の向上をはじめ 大口径ファラデ一回転子の設計開発 ついで空間フィルターの性
能向上を研究し， レーザー装置の保護と長寿命化に格段の成果を生み出している。
次にレーザー励起用大出力フラッシュランプの長寿命化 耐損傷性の向上に努め 著しい成果を得
ている。新式ランプの設計法を確立し，又，大阪点灯方式と称する新しい点灯法を発明し，フラッシ
ュランプの使用寿命をー桁向上させ かっ残存寿命を推定する実験式を導き出している。
また，これらの新知見を用いて，ガラスレーザーの総合性能を向上させ，その特性を実測し，大出
力ガラスレーザーの工学的技法を確立している。
以上の結果，本論文は，ガラスレーザーの性能向上に著しく寄与する新知見を与えるとともに実際
に，大出力ガラスレーザーを建設し，その運用上の問題的を解明し，レーザー核融合工学の研究に大
きく貢献している。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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